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「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（285）712
は
じ
め
に
　
曹
仲
達
は
、
西
域
の
曹
国
即
ち
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
北
部
の
人
で
、
北
斉
（
五
五
〇
〜
五
七
七
）
に
活
躍
し
た
画
工
で
あ
る
が
、
絵
画
作
品
は
伝
世
し
て
い
な
い
。
曹
仲
達
に
関
わ
る
文
献
上
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
初
唐
時
代
の
釈
彦
悰
の
『
後
画
録
』、
裴
孝
源
の
『
貞
観
公
私
画
史
』、
道
宣
の
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
（
以
下
『
感
通
録
』）、
晩
唐
時
代
の
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』（
以
下
『
名
画
記
』）、
北
宋
の
郭
若
虚
の
『
図
画
見
聞
志
』（
以
下
『
見
聞
誌
』）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
す
る
曹
仲
達
の
画
業
に
関
わ
る
文
献
史
料
は
唐
・
宋
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
曹
仲
達
と
い
う
画
家
に
つ
い
て
把
握
す
る
に
は
、
唐
・
宋
時
代
の
知
識
人
の
視
点
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
　
道
宣
は
、『
感
通
録
』
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
五
十
菩
薩
図
）
1
（
の
粉
本
が
中
原
に
流
布
し
て
く
る
過
程
を
述
べ
て
か
ら
、
曹
仲
達
の
名
に
言
及
し
て
、
そ
の
腕
の
高
さ
や
彼
に
よ
っ
て
伝
模
さ
れ
た
西
方
の
瑞
像
が
京
師
の
人
々
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
）
2
（
。
曹
仲
達
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、
『
感
通
録
』
の
記
事
が
現
存
の
文
献
史
料
の
な
か
で
最
も
詳
し
い
。
　
ま
た
、
曹
仲
達
の
画
風
と
作
品
に
つ
い
て
は
、『
名
画
記
』、『
見
聞
誌
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
曹
家
様
」、「
曹
衣
出
水
」
と
い
っ
た
評
句
か
ら
、
常
に
西
域
・
天
竺
系
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
拙
稿
で
は
、
諸
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
唐
宋
時
代
の
文
献
史
料
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
曹
仲
達
に
関
わ
る
諸
問
題
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。
一　
曹
仲
達
の
活
躍
年
代
の
下
限
に
つ
い
て
　
曹
仲
達
の
具
体
的
な
活
躍
年
代
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
史
料
が
北
斉
と
し
て
い
る
が
、
北
斉
王
朝
は
二
七
年
間
し
か
な
く
、
そ
れ
以
前
あ
る
い
は
以
後
の
曹
仲
達
の
活
動
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
曹
仲
達
に
関
わ
る
情
報
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
　
『
貞
観
公
私
画
史
』
や
『
名
画
記
』
に
よ
れ
ば
、
曹
仲
達
は
北
斉
の
朝
廷
の
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
黄　
　
　
　
　
夏
711（286）
た
め
に
人
物
画
を
描
い
て
い
る
の
で
）
3
（
、
北
斉
朝
廷
に
出
仕
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
官
職
に
つ
い
て
、
彦
悰
の
『
後
画
録
』
の
曹
仲
達
条
に
は
「
北
斉
朝
散
大
夫
曹
仲
達
）
4
（
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
名
画
記
』
巻
八
、
北
斉
条
に
は
「
曹
仲
達
（
中
略
）
官
至
朝
散
大
夫
）
5
（
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
曹
仲
達
は
、
朝
散
大
夫
と
い
う
官
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
官
職
と
い
う
の
は
、
歴
史
人
物
の
政
治
経
歴
、
社
会
関
係
、
活
躍
時
期
な
ど
の
判
定
に
関
わ
る
大
変
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
多
く
の
研
究
者
は
、
こ
の
記
述
に
よ
り
、
曹
仲
達
が
朝
散
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
期
を
北
斉
頃
の
こ
と
と
推
定
し
て
い
る
。
　
邱
忠
鳴
氏
は
、
曹
仲
達
は
北
斉
で
朝
散
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
敵
国
で
あ
る
北
周
の
都
で
あ
る
長
安
で
壁
画
を
描
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
北
周
武
帝
の
廃
仏
の
期
間
を
は
ず
し
た
ら
、
北
周
末
か
ら
隋
初
（
五
七
九
年
十
月
〜
五
八
四
年
）
に
長
安
に
お
い
て
壁
画
を
描
い
た
と
述
べ
た
）
6
（
。
け
れ
ど
も
、
邱
忠
鳴
氏
は
、
曹
仲
達
の
活
躍
期
が
隋
ま
で
至
っ
た
論
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
　
『
北
斉
書
』、『
周
書
』
な
ど
の
「
百
官
志
」
に
は
、
朝
散
大
夫
に
関
す
る
記
録
が
見
つ
か
ら
ず
、
隋
以
前
に
朝
散
大
夫
と
い
う
官
職
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、『
隋
書
』
巻
二
八
、
志
二
三
、
百
官
下
に
お
け
る
「
高
祖
又
採
後
周
之
制
、
置
上
柱
国
、（
中
略
）
朝
散
大
夫
、
並
為
散
官
、
以
加
文
武
官
之
徳
声
者
、
並
不
理
事
」
に
よ
れ
ば
、「
朝
散
大
夫
」
は
、
隋
文
帝
（
五
四
一
〜
六
〇
四
）
の
時
に
設
け
ら
れ
た
散
官
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
唐
代
の
『
通
典
』
巻
三
四
、
職
官
一
六
に
も
、「
朝
散
大
夫
、
隋
置
散
官
。
大
唐
因
之
」
と
あ
り
）
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（
、
つ
ま
り
、
朝
散
大
夫
は
隋
の
官
職
に
相
違
な
い
。
　
北
斉
に
お
け
る
曹
仲
達
は
腕
の
高
い
画
工
で
あ
っ
た
が
、
隋
代
に
入
っ
て
か
ら
、
彼
は
何
ら
か
の
き
っ
か
け
を
も
っ
て
朝
廷
に
出
仕
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
朝
散
大
夫
の
座
に
登
っ
た
）
8
（
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。『
名
画
記
』
に
よ
れ
ば
、
曹
仲
達
よ
り
前
に
「
朝
散
大
夫
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
画
家
の
記
録
は
な
く
、
曹
仲
達
以
後
も
隋
唐
を
通
し
て
た
だ
四
人
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
隋
代
の
閻
、
展
子
虔
と
唐
代
の
李
思
誨
、
曹
元
廓
で
あ
る
）
9
（
。
　
朝
散
大
夫
と
い
う
官
位
に
つ
い
て
、『
隋
書
』
巻
二
八
、
志
二
三
、
百
官
下
に
は
「
内
史
侍
郎
、
太
子
右
庶
子
、
通
直
散
騎
常
侍
、
左
右
監
門
郎
将
、
朝
散
大
夫
、
開
国
子
、
為
正
四
品
」
と
あ
り
、
正
四
品
の
散
官
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
曹
仲
達
が
秀
で
た
画
技
に
よ
っ
て
隋
の
朝
廷
に
認
め
ら
れ
た
証
明
で
あ
る
。
「
北
斉
画
工
」
の
曹
仲
達
は
、
隋
時
代
に
な
ら
な
け
れ
ば
隋
代
に
初
め
て
設
け
ら
れ
た
正
四
品
の
朝
散
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
の
活
躍
期
の
下
限
を
隋
代
開
皇
初
期
ま
で
下
ら
せ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
二　
曹
仲
達
の
画
風
に
つ
い
て
（
一
）　
「
曹
家
様
」
に
つ
い
て
　
曹
仲
達
の
画
風
に
つ
い
て
は
、
諸
文
献
に
お
い
て
も
、
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、「
曹
家
様
」
と
「
曹
衣
出
水
」
を
と
も
に
曹
仲
達
の
画
風
と
し
て
並
称
し
て
い
る
）
10
（
。
し
か
し
な
が
ら
、『
名
画
記
』
巻
二
、
叙
師
資
伝
授
南
北
時
代
条
に
「
曹
創
仏
事
，
画
仏
有
曹
家
様
、
張
家
様
及
呉
家
様
）
11
（
。」
と
あ
る
う
ち
の
「
張
家
様
」「
呉
家
様
」
は
張
僧
繇
と
呉
道
玄
の
画
風
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（287）710
こ
の
「
曹
」
は
曹
仲
達
の
こ
と
か
ど
う
か
、
実
は
明
確
で
は
な
い
。
　
『
名
画
記
』
巻
五
、
戴
顒
条
に
は
、「
其
後
北
斉
曹
仲
達
、
梁
朝
張
僧
繇
、
唐
朝
呉
道
玄
、
周
昉
、
各
有
損
益
。（
中
略
）
至
今
刻
画
之
家
、
列
其
模
範
、
曰
曹
、
曰
張
、
曰
呉
、
曰
周
、
斯
万
古
不
易
矣
」
と
あ
る
）
12
（
。
す
な
わ
ち
、
晩
唐
時
期
に
至
る
ま
で
、
曹
仲
達
、
張
僧
繇
、
呉
道
玄
、
周
昉
の
画
風
は
画
家
た
ち
に
模
範
と
さ
れ
た
と
い
う
。
　
一
方
、
こ
の
「
曹
」
は
三
國
の
呉
（
二
二
二
〜
二
八
〇
）
の
曹
不
興
と
い
う
画
家
の
略
称
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。『
名
画
記
』
巻
二
、
敘
師
資
伝
授
南
北
時
代
条
に
は
「
靳
智
翼
師
於
曹
、
曹
創
仏
事
、
画
仏
有
曹
家
様
、
張
家
様
及
呉
家
様
。（
靳
智
翼
は
曹
に
師
法
す
る
。
曹
は
仏
事
を
創
め
て
、
仏
を
描
く
こ
と
に
は
、
曹
家
様
、
張
家
様
及
び
呉
家
様
が
あ
る
。）」
と
あ
り
）
13
（
、
も
ち
ろ
ん
、
唐
の
靳
智
翼
と
曹
は
直
接
の
師
弟
関
係
で
は
な
く
、「
效
法
」
或
い
は
「
師
法
」
と
い
う
か
た
ち
で
技
法
を
学
ん
で
い
た
。
張
彦
遠
が
こ
こ
に
い
う
曹
氏
が
誰
を
指
す
の
か
は
は
っ
き
り
示
し
て
い
な
い
が
、『
名
画
記
』
巻
九
、
唐
朝
上
に
は
、
「
靳
智
翼
。
僧
悰
云
祖
述
仲
達
，
改
張
琴
瑟
。
変
夷
為
夏
、
肇
自
斯
人
。」
と
記
し
て
い
る
）
14
（
。
し
か
し
、『
後
画
録
』
の
靳
智
翼
条
に
は
、「
唐
靳
智
翼
、
效
曹
不
興
、
祖
述
曹
公
。
改
張
琴
瑟
、
変
夷
為
夏
、
初
是
斯
人
。」
と
あ
り
）
15
（
、『
名
画
記
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
文
な
が
ら
、肝
腎
の
人
名
が
異
な
っ
て
い
る
。張
彦
遠
は
『
後
画
録
』
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
が
、
靳
智
翼
の
師
法
し
た
人
を
曹
不
興
で
は
な
く
曹
仲
達
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
曹
家
様
」
と
は
、
曹
不
興
の
画
風
と
す
る
説
と
曹
仲
達
の
画
風
と
す
る
説
の
二
つ
が
並
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
二
）　
曹
家
様
に
関
す
る
両
説
に
つ
い
て
　
曹
不
興
と
曹
仲
達
の
画
風
に
つ
い
て
、
郭
若
虚
の
『
見
聞
誌
』
巻
一
、
論
曹
呉
体
法
条
に
は
、「
曹
呉
二
体
学
者
所
宗
。
按
唐
張
彦
遠
歴
代
名
画
記
称
、
北
斉
曹
仲
達
者
、
本
曹
国
人
、
最
推
工
画
梵
像
、
是
為
曹
。（
中
略
）
曹
之
筆
其
体
稠
畳
、
而
衣
服
緊
窄
。
故
後
輩
称
之
曰
呉
帶
当
風
、
曹
衣
出
水
。
又
按
蜀
僧
仁
顕
広
画
新
集
、
言
曹
曰
昔
竺
乾
有
康
僧
会
者
、
初
入
呉
設
像
行
道
、
時
曹
不
興
見
西
国
仏
像
画
儀
範
写
之
、
故
天
下
盛
伝
曹
也
。（
中
略
）
且
南
斉
謝
赫
云
不
興
之
迹
、
代
不
復
見
唯
秘
閣
一
龍
頭
而
已
。
観
其
風
骨
、
擅
名
不
虚
。（
中
略
）
至
如
仲
達
見
北
斉
之
朝
、
距
唐
不
遠
、（
中
略
）
况
唐
室
以
上
未
立
曹
呉
，
豈
顕
釈
寡
要
之
談
，
乱
愛
賓
不
刊
之
論
、
推
時
験
迹
無
愧
斯
言
也
。」
と
あ
る
）
16
（
。
郭
若
虚
は
、『
名
画
記
』
の
記
録
を
引
用
し
て
、
さ
ら
に
蜀
僧
の
仁
顕
の
『
広
画
新
集
』
に
お
け
る
曹
不
興
の
説
を
と
り
あ
げ
た
が
、「
曹
家
様
」
を
曹
仲
達
の
画
風
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
　
「
曹
創
仏
事
」
に
つ
い
て
、
長
岡
龍
作
氏
は
「
そ
れ
は
曹
仲
達
に
起
源
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
遡
源
す
れ
ば
、
グ
プ
タ
期
の
中
イ
ン
ド
の
彫
刻
ま
で
辿
れ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
像
制
作
に
お
け
る
常
套
的
な
形
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
瞭
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
）
17
（
。
し
か
し
、
こ
の
「
創
仏
事
」
と
い
う
の
は
グ
プ
タ
期
の
中
イ
ン
ド
の
彫
刻
で
は
な
く
、
仏
教
の
伝
来
に
よ
っ
て
中
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
仏
教
図
像
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
創
」
は
創
建
ま
た
は
創
始
の
意
味
で
あ
り
、「
創
仏
事
」
と
い
う
に
相
応
し
い
画
家
は
、
呉
の
曹
不
興
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
浮
上
す
る
。
　
確
か
に
、「
創
仏
事
」
と
い
う
文
言
か
ら
す
れ
ば
、「
曹
家
様
」
は
曹
不
興
の
709（288）
画
風
の
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
唐
宋
時
代
に
な
る
と
曹
不
興
の
作
品
は
す
で
に
伝
世
せ
ず
、
残
さ
れ
た
文
献
記
述
に
よ
れ
ば
、
龍
の
画
題
が
非
常
に
多
い
。
例
え
ば
、『
古
画
品
録
』
の
曹
不
興
条
に
は
、「
曹
不
興
五
代
呉
時
事
孫
権
呉
興
人
。
不
興
之
迹
殆
莫
復
伝
。
唯
秘
閣
一
龍
而
已
。」
と
あ
る
）
18
（
。
ま
た
、『
貞
観
公
私
画
史
』
に
は
、「
龍
頭
様
四
巻
四
頭
、
青
渓
側
坐
赤
龍
盤
赤
龍
図
二
卷
、
南
海
監
牧
進
十
種
馬
図
、
夷
子
蛮
獣
様
一
巻
、
右
五
巻
曹
不
興
画
二
巻
。」
と
あ
る
）
19
（
。
唐
代
に
な
る
と
、
曹
不
興
の
作
品
は
幾
つ
か
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
恐
ら
く
後
世
の
人
の
模
倣
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
『
古
画
品
録
』
の
記
述
と
同
じ
よ
う
に
、
殆
ど
が
龍
の
主
題
の
絵
画
で
あ
る
。
　
黄
休
復
の
『
益
州
名
画
録
』
巻
中
、
張
玄
条
に
は
、「
曹
起
曹
弗
興
、
呉
起
呉
暕
。
曹
画
衣
紋
稠
畳
、
呉
画
衣
紋
簡
略
。
其
曹
画
、
今
昭
覚
寺
孫
位
戦
勝
天
王
是
也
）
20
（
。」
と
あ
り
、「
曹
家
様
」
を
曹
不
興
の
画
風
と
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
南
北
朝
時
代
ま
で
に
、
曹
不
興
の
作
品
は
殆
ど
な
く
な
っ
た
か
ら
、
こ
の
「
戦
勝
天
王
」
と
い
う
主
題
は
も
は
や
曹
不
興
の
画
風
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
昭
覚
寺
の
成
立
時
期
も
唐
代
貞
観
年
間
）
21
（
で
あ
り
、
孫
位
も
唐
末
の
画
家
で
あ
る
）
22
（
。
こ
の
「
戦
勝
天
王
」
は
唐
ま
た
は
唐
以
後
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
　
曹
不
興
の
「
創
仏
事
」
に
関
連
す
る
記
事
と
し
て
は
、『
見
聞
誌
』
に
引
用
さ
れ
る
『
広
画
新
集
』
に
よ
れ
ば
、
昔
天
竺
か
ら
康
僧
会
と
い
う
僧
が
呉
に
や
っ
て
来
て
像
を
設
け
て
行
道
を
し
た
。
そ
の
時
、
曹
不
興
は
西
国
の
仏
像
を
見
て
、
そ
れ
を
儀
範
と
し
て
写
し
た
と
い
う
。『
高
僧
伝
』
巻
一
、
康
僧
会
条
に
よ
れ
ば
、
康
僧
会
は
も
と
も
と
西
域
の
康
国
の
僧
人
で
あ
り
、
そ
の
後
家
族
と
と
も
に
イ
ン
ド
に
遷
っ
た
。
そ
の
後
、
康
僧
会
は
さ
ら
に
イ
ン
ド
か
ら
交
趾
（
ベ
ト
ナ
ム
）
へ
遷
っ
た
と
い
う
）
23
（
。
す
る
と
、
こ
の
「
西
国
仏
像
」
は
康
僧
会
が
も
た
ら
し
た
西
域
・
天
竺
系
の
仏
像
或
い
は
仏
画
の
粉
本
で
あ
ろ
う
。
　
但
し
、『
見
聞
志
』
は
北
宋
の
文
献
で
あ
り
、
曹
不
興
の
時
代
と
は
か
な
り
離
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、『
感
通
録
』
の
序
で
は
類
似
の
康
僧
会
の
話
に
言
及
し
て
い
る
の
に
、
曹
不
興
と
の
関
係
は
見
出
せ
な
い
）
24
（
。
ま
た
、
若
し
こ
の
記
述
が
真
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
曹
不
興
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
儀
範
が
西
域
・
天
竺
系
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
一
方
、
曹
仲
達
の
仏
教
絵
画
に
関
わ
る
記
述
は
多
く
、
特
に
『
感
通
録
』
巻
中
、
三
七
縁
に
見
え
る
「
曹
仲
達
者
（
中
略
）
伝
模
西
瑞
京
邑
所
推
。
故
今
寺
壁
正
陽
皆
其
真
範
（
曹
仲
達
と
い
う
も
の
（
中
略
）
に
伝
模
さ
れ
た
西
〔
域
の
〕
瑞
〔
像
〕
は
京
師
の
人
々
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
故
に
、
今
の
寺
院
の
南
壁
〔
の
壁
画
〕
は
み
な
そ
の
〔
曹
仲
達
の
〕
儀
範
〔
に
従
っ
て
描
か
れ
て
い
る
〕
の
で
あ
る
。）」
と
い
う
文
言
に
よ
れ
ば
、
道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
の
時
代
ま
で
、
長
安
の
寺
院
に
は
ま
だ
多
く
の
曹
仲
達
の
描
い
た
壁
画
が
遺
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
唐
代
の
知
識
人
た
ち
は
実
際
に
曹
仲
達
の
壁
画
に
つ
い
て
吟
味
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
壁
画
の
画
風
を
「
曹
家
様
」
と
認
識
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
こ
に
い
う
「
西
瑞
」
の
「
西
」
と
は
西
国
あ
る
い
は
西
域
で
あ
り
、「
瑞
」
は
瑞
像
即
ち
仏
像
の
美
称
で
あ
る
。つ
ま
り
、「
西
瑞
」
と
は
西
方
あ
る
い
は
西
域
の
瑞
像
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
曹
仲
達
も
曹
不
興
も
西
域
の
仏
像
と
関
係
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、
曹
不
興
の
絵
画
作
品
は
南
北
朝
時
代
の
時
点
で
僅
か
に
一
点
の
龍
図
が
残
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
一
方
、
曹
仲
達
は
よ
り
多
く
の
寺
院
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（289）708
壁
画
を
描
い
て
名
高
い
画
家
と
さ
れ
て
い
た
。
道
宣
は
と
も
か
く
、
張
彦
遠
や
郭
若
虚
た
ち
が
目
に
し
た
「
曹
家
様
」
と
は
、
曹
仲
達
の
作
品
で
は
な
か
ろ
う
か
。（三
）　
「
曹
衣
出
水
」
に
つ
い
て
　
『
見
聞
誌
』
巻
一
、
論
曹
呉
体
法
条
に
初
め
て
「
曹
衣
出
水
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
）
25
（
。
恐
ら
く
そ
れ
は
宋
代
に
成
立
し
た
言
葉
で
あ
り
、
水
か
ら
出
た
ば
か
り
の
着
衣
が
体
躯
に
貼
り
つ
い
た
よ
う
な
造
形
表
現
を
指
す
。
　
曹
仲
達
の
画
業
に
関
す
る
宋
以
前
の
記
述
と
い
え
ば
、『
後
画
録
』
に
は
「
竹
樹
山
水
、
外
国
仏
像
、
今
古
殊
絶
。（
竹
林
樹
木
、
山
水
、
外
国
仏
像
は
、
今
古
に
お
い
て
も
殊
絶
で
あ
る
。）」
と
あ
る
）
26
（
。
し
か
し
、「
外
国
仏
像
」
の
外
国
は
い
っ
た
い
何
処
の
こ
と
な
の
か
明
確
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
仏
像
が
西
域
、
天
竺
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
「
外
国
仏
像
」
と
強
調
し
て
い
る
理
由
は
、
恐
ら
く
、「
中
国
仏
像
」
い
わ
ゆ
る
漢
民
族
化
さ
れ
た
仏
像
と
の
区
別
を
示
す
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
ま
た
、『
感
通
録
』
や
『
名
画
記
』
に
は
曹
仲
達
の
画
業
の
内
容
を
指
す
語
と
し
て
「
梵
迹
」、「
西
瑞
」、「
梵
像
」
と
い
う
語
句
が
見
え
る
。「
梵
迹
」
と
は
、
天
竺
の
事
物
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
仏
教
に
関
係
す
る
主
題
を
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
）
27
（
。「
西
瑞
」
と
は
前
述
の
よ
う
に
西
方
あ
る
い
は
西
域
の
瑞
像
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
梵
像
」
も
天
竺
の
仏
像
と
理
解
し
て
も
よ
い
。
「
西
」
や
「
梵
」
の
地
域
性
を
見
れ
ば
、
曹
仲
達
の
作
品
は
間
違
い
な
く
西
域
や
天
竺
と
関
係
し
て
い
る
。『
名
画
記
』
巻
八
、
曹
仲
達
条
に
お
け
る
「
北
斉
最
称
工
能
画
梵
像
」
と
い
う
文
か
ら
は
）
28
（
、
曹
仲
達
が
北
斉
の
最
も
優
れ
た
画
工
と
し
て
西
域
・
天
竺
の
仏
教
尊
像
を
描
い
た
と
わ
か
る
。
　
「
曹
衣
出
水
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、『
見
聞
誌
』
に
は
「
曹
之
筆
其
体
稠
畳
、
而
衣
服
緊
窄
。」
と
あ
り
、『
益
州
名
画
録
』
に
は
「
曹
画
衣
紋
稠
畳
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
東
省
青
州
か
ら
出
土
し
た
北
斉
時
代
の
石
仏
（
図
１
）
に
見
ら
れ
る
稠
密
な
衣
文
線
を
想
起
さ
せ
る
）
29
（
。
ま
た
、『
感
通
録
』
で
曹
仲
達
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
仏
五
十
菩
薩
図
の
現
存
作
例
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
中
尊
の
阿
弥
陀
仏
は
、
通
肩
式
の
袈
裟
に
稠
密
な
衣
文
線
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
目
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
も
早
い
作
例
で
あ
る
四
川
省
梓
潼
臥
龍
山
千
仏
岩
に
お
け
る
貞
観
八
年
（
六
三
四
）
銘
の
あ
る
三
号
龕
（
図
２
）
の
中
尊
阿
弥
陀
仏
が
あ
る
）
30
（
、
こ
れ
は
曹
仲
達
よ
り
も
数
十
年
後
の
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
貞
観
年
間
（
六
二
七
〜
六
四
九
）
の
綿
陽
市
碧
水
寺
の
一
図１　北斉時代（五五〇～五七七）
石彫仏立像（青州博物館所蔵）
707（290）
図２　梓潼県臥龍山千仏岩三号龕（部分）
図３　綿陽市碧水寺一九号龕（部分）
図４　通江県千仏崖六号龕（部分）
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（291）706
図５　敦煌莫高窟三三二窟東壁南側（部分）
図６　法隆寺金堂第六号壁（部分）
図７　重慶市潼南県千仏寺二九号龕（部分）
705（292）
九
号
龕
（
図
３
）
の
中
尊
）
31
（
、
龍
朔
三
年
（
六
六
三
）
銘
の
通
江
県
千
仏
崖
の
六
号
龕
（
図
４
）
の
中
尊
）
32
（
も
み
な
同
じ
緊
密
な
衣
紋
線
の
あ
る
通
肩
式
の
袈
裟
を
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
敦
煌
莫
高
窟
の
三
三
二
窟
東
壁
南
側
の
壁
画
（
図
５
）
の
中
尊
や
奈
良
法
隆
寺
金
堂
の
六
号
壁
画
（
図
６
）
の
中
尊
も
み
な
こ
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
）
33
（
。
さ
ら
に
、
晩
唐
に
な
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
確
認
で
き
、
例
え
ば
重
慶
市
潼
南
県
千
仏
寺
の
二
九
号
龕
（
図
７
）
の
中
尊
も
同
じ
形
式
で
あ
る
）
34
（
。
　
こ
の
よ
う
な
表
現
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
像
と
も
類
似
し
て
い
て
、
中
国
の
南
朝
仏
像
（
図
８
）
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
）
35
（
。「
曹
衣
出
水
」
は
、
宋
人
が
曹
仲
達
の
作
品
の
あ
り
さ
ま
を
見
た
感
覚
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
曹
仲
達
は
ど
ん
な
絵
画
修
行
の
環
境
や
背
景
を
も
っ
て
こ
の
よ
う
な
画
風
を
学
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
三　
曹
仲
達
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
　
曹
仲
達
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
は
、『
名
画
記
』
に
関
わ
る
各
訳
注
や
研
究
論
文
に
お
い
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
氏
の
見
解
は
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
曹
仲
達
の
師
弟
関
係
を
再
検
討
し
て
お
き
た
い
。
　
『
名
画
記
』
巻
二
、
敘
師
資
伝
授
南
北
時
代
条
に
は
、「
曹
仲
達
師
於
袁
）
36
（
」
と
あ
り
、
同
書
の
巻
八
、
北
斉
条
に
は
「
僧
悰
云
曹
師
於
袁
，
氷
寒
於
水
）
37
（
。」
と
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
曹
仲
達
は
袁
氏
と
い
う
人
物
に
師
事
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
袁
氏
の
全
名
に
つ
い
て
は
明
白
で
は
な
い
。
　
一
部
の
研
究
者
は
、
曹
仲
達
は
劉
宋
（
四
二
〇
〜
四
七
九
）
の
袁
倩
或
は
北
周
の
袁
子
昂
を
師
と
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。『
名
画
記
』
巻
二
の
「
袁
氏
」
に
つ
い
て
、
小
野
勝
年
氏
は
訳
注
に
お
い
て
、
こ
の
袁
氏
を
袁
倩
と
記
し
て
い
る
）
38
（
。
ま
た
長
廣
敏
雄
氏
も
訳
注
の
中
で
袁
氏
を
袁
倩
と
述
べ
て
い
る
）
39
（
。
岡
村
繁
氏
も
訳
注
に
て
袁
氏
を
袁
倩
と
記
し
て
い
る
）
40
（
。
　
袁
倩
に
つ
い
て
、『
名
画
記
』
巻
六
、
袁
倩
条
に
は
、「
袁
倩
中
品
上
。
謝
云
北
面
陸
氏
、
最
為
高
足
、
象
人
之
妙
、
亜
美
前
修
、
但
守
師
法
」
と
あ
り
、
袁
倩
は
陸
探
微
の
最
も
優
れ
た
弟
子
と
し
、
人
物
画
を
よ
く
し
「
張
暢
等
像
」、
「
麻
紙
豫
章
王
像
」、「
豫
章
王
宴
賓
図
」
な
ど
を
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
）
41
（
。
王
恵
民
氏
は
袁
倩
は
五
世
紀
中
後
期
の
人
物
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
）
42
（
。
け
れ
ど
も
、
張
暢
と
豫
章
王
の
劉
子
尚
に
つ
い
て
、『
宋
書
』
巻
五
九
、
列
伝
一
九
、
張
暢
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
は
大
明
元
年
（
四
五
七
）
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
図８　梁代（五〇二～五五七）
石彫仏立像（四川博物院所蔵）
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（293）704
る
）
43
（
。
ま
た
、『
宋
書
』
巻
八
〇
、
列
伝
四
〇
、
孝
武
十
四
王
に
よ
る
と
、
劉
子
尚
は
孝
建
三
年
（
四
五
六
）
の
頃
が
六
歳
、
大
明
五
年
（
四
六
一
）
に
豫
章
王
に
封
じ
ら
れ
て
、
十
六
歳
こ
ろ
（
四
六
六
）
の
時
に
皇
后
の
命
令
を
称
す
宋
太
宗
の
劉
彧
に
自
殺
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
）
44
（
。
こ
の
二
人
の
生
没
年
あ
る
い
は
モ
デ
ル
の
活
躍
年
代
を
鑑
み
る
と
、
袁
倩
は
四
六
六
年
前
に
す
で
に
劉
宋
朝
廷
の
た
め
に
人
物
画
を
描
き
始
め
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
活
躍
期
の
前
に
絵
画
修
行
の
年
月
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
袁
倩
は
五
世
紀
の
前
期
の
人
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
北
斉
・
隋
代
ま
で
活
躍
し
た
曹
仲
達
は
袁
倩
に
師
事
で
き
た
可
能
性
は
な
く
な
る
。
　
一
方
、
谷
口
鉄
雄
氏
は
、『
名
画
記
』
巻
二
の
「
袁
氏
」
に
つ
い
て
、「
北
周
の
袁
子
昂
の
誤
り
か
」
と
述
べ
て
い
る
）
45
（
。
ま
た
、『
名
画
記
』
巻
八
の
「
袁
氏
」
に
つ
い
て
、
長
廣
敏
雄
氏
は
「
こ
の
〝
袁
〞
は
従
来
、
梁
の
袁
昂
と
解
し
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
袁
子
昂
が
正
し
い
。
袁
子
昂
は
北
周
の
ひ
と
と
い
わ
れ
る
が
、
曹
仲
達
は
北
斉
、
北
周
時
代
を
通
じ
て
制
作
し
た
と
お
も
わ
れ
る
か
ら
、
袁
子
昂
が
師
範
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
）
46
（
」
と
主
張
す
る
。
た
だ
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。『
後
画
録
』、『
貞
観
公
私
画
史
』、『
名
画
記
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
袁
子
昂
は
北
周
末
か
ら
隋
ま
で
活
動
し
、
隋
代
の
鄭
法
士
に
師
事
し
て
、
隋
の
空
観
寺
、
恩
覚
寺
に
お
い
て
壁
画
を
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
）
47
（
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
曹
仲
達
よ
り
や
や
遅
れ
て
活
躍
し
た
よ
う
で
あ
り
、
北
斉
に
お
け
る
随
一
の
画
工
で
隋
代
に
は
朝
散
大
夫
と
な
っ
た
曹
仲
達
と
は
力
量
に
も
差
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
袁
子
昂
に
師
事
し
た
と
は
考
え
難
い
。
　
他
方
、
小
野
勝
年
氏
は
『
名
画
記
』
巻
八
の
「
袁
氏
」
に
つ
い
て
袁
昂
と
す
る
）
48
（
。
羅
世
平
氏
は
「
袁
昂
は
南
斉
か
ら
梁
に
入
り
、
大
同
六
年
に
な
く
な
り
、
『
梁
書
』
に
は
記
録
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
）
49
（
。『
梁
書
』
巻
三
一
、
列
伝
二
五
、
袁
昂
伝
に
は
、「
袁
昂
字
千
里
、
陳
郡
陽
夏
人
（
中
略
）
大
同
六
年
（
五
四
〇
）
薨
、
時
年
八
十
）
50
（
」
と
あ
り
、
袁
昂
の
活
躍
期
は
南
朝
の
宋
か
ら
梁
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
邱
忠
鳴
氏
も
こ
の
袁
氏
を
袁
昂
と
理
解
し
て
い
る
）
51
（
。
　
け
れ
ど
も
、
袁
昂
に
つ
い
て
『
梁
書
』
巻
三
一
、
列
伝
二
五
、
袁
昂
条
に
は
、
ほ
と
ん
ど
彼
の
職
歴
や
政
治
経
歴
を
記
す
ば
か
り
で
、
そ
の
書
画
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
袁
昂
は
書
画
と
は
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
い
が
ち
で
あ
る
。
実
際
、
長
廣
敏
雄
氏
は
、「『
梁
書
』
同
伝
と
も
に
こ
の
ひ
と
の
学
芸
、
書
画
の
才
に
つ
い
て
一
言
も
記
さ
な
い
」
と
述
べ
て
、「『
名
画
記
』
の
袁
昂
は
梁
の
項
か
ら
け
ず
り
、
北
周
の
袁
子
昂
と
改
め
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
52
（
。
　
と
こ
ろ
が
、
梁
の
普
通
四
年
（
五
二
三
）
二
月
に
尚
書
令
に
任
ぜ
ら
れ
た
袁
昂
は
、
梁
武
帝
の
勅
命
に
従
っ
て
『
古
今
書
評
』
を
作
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
張
彦
遠
の
『
法
書
要
録
』
巻
二
所
収
の
『
古
今
書
評
』
に
は
、「
普
通
四
年
二
月
五
日
内
侍
中
尚
書
令
袁
昂
啓
）
53
（
」
と
あ
る
。
こ
の
『
古
今
書
評
』
の
文
面
に
よ
り
、
袁
昂
と
い
う
人
の
書
に
対
す
る
鑑
賞
力
は
抜
群
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
梁
書
』
巻
三
一
の
袁
昂
条
に
「
普
通
三
年
（
五
二
二
）
為
中
書
監
丹
陽
尹
。
其
年
進
号
中
衛
将
軍
復
為
尚
書
令
）
54
（
」
と
あ
り
、
同
じ
袁
昂
と
い
う
名
は
と
も
か
く
、
こ
の
「
尚
書
令
」
と
い
う
官
職
及
び
任
命
時
期
か
ら
す
る
と
、
『
古
今
書
評
』
を
編
纂
す
る
袁
昂
と
『
梁
書
』
の
袁
昂
は
同
一
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
袁
昂
は
書
に
独
自
の
見
識
を
持
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
絵
画
の
経
験
703（294）
も
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
袁
昂
と
す
る
説
に
賛
同
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
曹
仲
達
は
北
斉
で
名
を
上
げ
る
前
に
、
南
朝
で
絵
画
を
勉
強
し
て
い
た
可
能
性
が
見
え
て
く
る
。
　
曹
仲
達
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
、
上
記
の
「
袁
氏
」
以
外
に
も
、『
後
画
録
』
の
曹
仲
達
条
に
は
、「
北
斉
朝
散
大
夫
曹
仲
達
、
師
依
周
研
」、「
斉
周
曇
妍
。
師
塞
北
勒
、授
曹
仲
達
、方
韓
則
有
余
、比
曹
則
不
足
）
55
（
」
と
あ
る
。邱
氏
は
、「
師
」
と
「
授
」
は
対
応
す
る
字
句
で
あ
る
た
め
、
周
曇
妍
は
塞
北
勒
に
師
事
し
て
、
曹
仲
達
に
伝
授
し
た
と
主
張
し
て
い
る
）
56
（
。
け
れ
ど
も
、『
名
画
記
』
巻
二
に
は
、
「
周
曇
妍
師
於
曹
仲
達
）
57
（
」
と
あ
り
、
逆
に
周
曇
妍
が
曹
仲
達
を
師
と
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
長
廣
氏
は
「
周
曇
妍
は
曹
仲
達
を
師
と
す
る
」
と
訳
し
て
お
り
）
58
（
、
岡
村
氏
も
同
様
に
周
曇
妍
は
曹
仲
達
を
師
と
す
る
こ
と
と
訳
し
て
い
る
）
59
（
。
け
れ
ど
も
、『
後
画
録
』
の
周
曇
妍
条
の
前
に
は
「
斉
」
の
一
文
字
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
て
、
恐
ら
く
、
北
斉
と
区
別
し
て
南
斉
の
出
自
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
名
画
記
』
に
お
け
る
周
曇
妍
は
南
斉
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
周
曇
妍
は
ど
う
や
っ
て
曹
仲
達
に
師
事
す
る
か
。
長
廣
敏
雄
氏
は
「
こ
こ
で
は
周
曇
妍
が
「
曹
仲
達
に
教
わ
っ
た
」
と
述
べ
る
の
で
、
周
曇
妍
は
北
斉
の
地
で
曹
仲
達
の
教
え
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
定
し
な
が
ら
、「『
名
画
記
』
巻
七
、
南
斉
に
載
せ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
）
60
（
。『
後
画
録
』
に
載
る
周
研
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
常
に
周
曇
妍
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
）
61
（
。
　
若
し
曹
仲
達
が
周
曇
妍
を
師
と
し
た
こ
と
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
南
斉
の
周
曇
妍
は
梁
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
曹
仲
達
の
生
年
を
南
斉
に
遡
ら
せ
る
必
要
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
前
章
で
述
べ
た
曹
仲
達
の
活
躍
期
の
下
限
を
考
え
る
と
、
彼
が
南
斉
の
周
曇
妍
を
師
と
し
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
）
62
（
。
　
以
上
の
検
討
か
ら
、
曹
仲
達
は
梁
の
尚
書
令
と
な
っ
た
袁
昂
に
師
事
し
て
い
た
と
推
定
す
る
の
が
最
も
妥
当
と
考
え
る
。
四　
曹
仲
達
の
学
画
の
淵
源
に
つ
い
て
　
前
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
梁
代
の
尚
書
令
で
あ
っ
た
袁
昂
と
い
う
人
物
を
師
と
し
た
と
す
れ
ば
、
曹
仲
達
は
い
わ
ゆ
る
南
朝
系
の
画
風
に
連
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
曹
仲
達
の
画
風
の
淵
源
を
検
討
し
た
い
。
　
袁
昂
に
つ
い
て
は
、『
名
画
記
』
に
は
「
頗
善
画
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
）
63
（
。
他
の
事
績
は
不
明
で
あ
る
が
、
袁
昂
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
、『
名
画
記
』
巻
二
、
叙
師
資
伝
授
南
北
時
代
条
に
は
「
袁
昂
師
於
謝
、
張
、
鄭
）
64
（
」
と
記
し
て
い
て
、
謝
赫
、
張
僧
繇
、
鄭
法
士
を
師
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
け
れ
ど
も
、
梁
の
袁
昂
が
隋
代
に
活
躍
し
た
鄭
法
士
を
師
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
長
廣
氏
は
「
原
文
中
疑
問
な
の
は
、
梁
の
袁
昂
の
師
が
謝
赫
・
張
僧
繇
は
よ
い
と
し
て
「
鄭
」
す
な
わ
ち
隋
の
鄭
法
士
を
師
に
加
え
る
こ
と
で
あ
る
、
巻
八
、
鄭
法
士
評
伝
の
彦
遠
自
注
に
も
同
じ
記
事
が
あ
る
。
隋
に
は
鄭
法
士
を
師
と
す
る
別
の
袁
昂
の
名
は
記
録
に
な
い
。
こ
の
袁
昂
は
梁
人
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
個
所
の
「
鄭
」
は
除
く
べ
き
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
）
65
（
。
筆
者
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（295）702
も
長
廣
氏
の
説
に
賛
同
す
る
。
　
筆
者
は
、
曹
仲
達
は
袁
昂
に
師
事
し
た
こ
と
で
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
謝
赫
と
張
僧
繇
か
ら
も
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
曹
仲
達
の
画
風
に
つ
い
て
解
明
す
る
た
め
、
袁
昂
が
師
と
し
た
謝
赫
、
張
僧
繇
の
事
績
か
ら
、
曹
仲
達
の
画
風
の
淵
源
を
探
ろ
う
。
（
一
）　
謝
赫
か
ら
の
影
響
　
謝
赫
の
中
国
絵
画
に
対
す
る
最
も
大
き
な
貢
献
は
、「
画
の
六
法
」
と
い
う
理
念
の
提
起
と
、『
古
画
品
録
』
に
お
い
て
歴
代
の
画
家
を
分
類
し
て
、
そ
の
作
品
や
画
風
を
評
論
し
た
こ
と
で
あ
る
）
66
（
。
そ
れ
は
謝
赫
の
絵
画
技
法
と
鑑
賞
能
力
の
高
さ
の
証
明
で
あ
る
）
67
（
。
　
姚
最
は
『
続
画
品
録
』
の
謝
赫
条
に
お
い
て
、「
写
貌
人
物
不
俟
対
看
、
所
須
一
覧
便
工
操
筆
、
点
刷
研
精
意
在
切
似
。
目
想
毫
髪
皆
亡
遺
失
。
麗
服
靚
粧
随
時
変
改
、
直
眉
曲
与
世
事
新
。
別
体
細
微
多
従
赫
始
。
遂
使
委
巷
逐
末
、
皆
類
効
顰
。
至
於
気
運
精
霊
、
未
窮
生
動
之
致
。
筆
路
繊
弱
、
不
副
雅
壮
之
懐
。
然
中
興
以
後
，
象
人
莫
及
」
と
述
べ
て
い
る）68
（
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
謝
赫
は
人
物
像
を
描
く
時
、
長
時
間
対
象
を
観
察
し
な
く
て
も
、
一
覧
す
る
だ
け
で
そ
の
特
徴
を
と
ら
え
、
見
事
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
当
時
、
謝
赫
の
絵
画
作
品
は
人
気
が
高
く
、
そ
の
技
法
も
広
く
流
行
っ
て
い
て
、
気
韻
生
動
に
乏
し
い
と
い
う
弱
み
ま
で
も
模
倣
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
中
興
）
69
（
以
後
、
謝
赫
の
人
物
画
の
写
実
に
及
ぶ
者
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
　
一
方
、『
名
画
記
』
巻
七
の
謝
赫
条
に
は
、「
謝
赫
中
品
下
、
姚
最
云
（
中
略
）
安
期
先
生
図
伝
於
代
」
と
あ
り
）
70
（
、
張
彦
遠
は
謝
赫
の
品
級
を
中
品
下
に
位
置
づ
け
、『
続
画
品
録
』
の
記
述
を
引
用
し
て
晩
唐
ま
で
伝
世
し
て
い
た
「
安
期
先
生
図
」
と
い
う
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。
現
在
、
謝
赫
の
絵
画
作
品
は
伝
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、「
画
の
六
法
」
と
『
古
画
品
録
』
の
撰
述
に
よ
り
、
彼
は
優
れ
た
絵
画
評
論
家
か
つ
人
物
画
家
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
　
袁
昂
は
こ
の
謝
赫
に
師
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
富
な
書
画
の
鑑
賞
眼
を
身
に
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
評
価
の
経
験
が
そ
の
後
の
『
古
今
書
評
』
の
撰
述
に
も
た
い
へ
ん
役
に
立
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
曹
仲
達
は
、
こ
の
袁
昂
の
学
画
の
淵
源
の
お
か
げ
で
、
間
接
的
に
謝
赫
か
ら
影
響
を
受
け
、
絵
画
技
法
や
鑑
賞
の
素
養
を
身
に
つ
け
た
か
も
し
れ
な
い
。
（
二
）　
張
僧
繇
か
ら
の
影
響
　
『
名
画
記
』
巻
二
、
論
顧
陸
張
呉
用
筆
条
に
は
、「
張
僧
繇
点
曳
斫
拂
，
依
衛
夫
人
筆
陣
図
、
一
点
一
画
、
別
是
一
巧
。
鉤
戟
利
剣
森
森
然
、
又
知
書
画
用
筆
同
矣
。」
と
あ
る
）
71
（
。
こ
こ
で
い
う
『
筆
陣
図
』
と
い
う
の
は
、
晋
の
衛
夫
人
が
撰
述
し
た
書
の
筆
法
に
関
す
る
文
献
で
あ
り
、
そ
の
後
、
王
羲
之
は
『
題
筆
陣
図
後
』
を
作
っ
た
）
72
（
。
つ
ま
り
、
そ
の
点
、
曳
、
斫
、
払
と
い
う
書
き
方
は
書
の
筆
法
で
あ
り
、
張
僧
繇
は
そ
れ
を
自
分
の
絵
画
に
運
用
し
た
と
い
う
。
　
袁
昂
は
張
僧
繇
に
師
事
し
た
こ
と
で
、
書
法
に
つ
い
て
の
認
識
も
身
に
つ
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
後
に
袁
昂
が
『
古
今
書
評
』
を
撰
述
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
が
書
に
対
す
る
見
識
を
持
っ
て
い
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
且
つ
『
名
画
記
』
巻
二
、
論
顧
陸
張
呉
用
筆
条
に
は
「
故
知
書
画
用
筆
同
法
（
中
701（296）
略
）
又
知
書
画
用
筆
同
矣
）
73
（
」、
と
あ
り
す
な
わ
ち
絵
画
と
書
の
表
現
方
法
や
鑑
賞
方
法
に
は
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
　
ま
た
、
張
僧
繇
の
絵
画
と
西
域
・
天
竺
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
と
し
て
、『
名
画
記
』
巻
七
、
張
僧
繇
条
に
、「
又
画
天
竺
二
胡
僧
。
因
侯
景
乱
、
散
為
二
。
後
一
僧
為
唐
右
常
侍
陸
堅
所
宝
。
堅
疾
篤
、
夢
一
胡
僧
告
云
、
我
有
同
侶
、
離
多
時
。
今
在
洛
陽
李
家
。
若
求
合
之
、
当
以
法
力
助
君
。（〔
張
僧
繇
は
〕
ま
た
天
竺
の
二
胡
僧
を
描
い
た
。
侯
景
の
乱
に
よ
り
、
散
じ
て
二
つ
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
後
に
一
僧
〔
の
画
〕
は
唐
の
右
常
侍
の
陸
堅
が
所
蔵
し
て
い
た
。
堅
の
病
が
重
く
な
っ
た
と
き
、
夢
に
一
人
の
胡
僧
が
現
れ
、「
私
に
は
同
侶
が
い
る
が
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
既
に
久
し
い
。
今
は
洛
陽
の
李
家
に
い
る
と
い
う
。
も
し
こ
れ
を
求
め
て
〔
二
僧
の
画
を
〕
合
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
ず
や
法
力
で
君
を
助
け
よ
う
」
と
告
げ
た
。）」
と
あ
る
）
74
（
。
張
僧
繇
は
天
竺
の
胡
僧
の
姿
か
た
ち
を
あ
ま
り
に
も
生
き
生
き
と
再
現
し
た
た
め
、
そ
の
絵
画
作
品
を
所
蔵
し
た
陸
堅
の
夢
に
、
胡
僧
が
あ
り
あ
り
と
現
れ
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
　
唐
代
の
許
嵩
の
『
建
康
実
録
』
巻
一
七
、
高
祖
武
皇
帝
条
に
は
、「
大
同
三
年
置
一
乘
寺
、
西
北
去
県
六
里
（
中
略
）
寺
門
遍
画
凹
凸
花
、
代
称
張
僧
繇
手
迹
、
其
花
乃
天
竺
遺
法
、
朱
及
青
緑
所
成
，
遠
望
眼
暈
如
凹
凸
、
就
視
極
平
、
世
咸
異
之
、
乃
名
凹
凸
寺
。」
と
あ
る
）
75
（
。
張
僧
繇
が
描
い
た
「
凹
凸
花
」
と
い
う
も
の
を
「
天
竺
遺
法
」
と
説
明
し
て
い
る
。
唐
の
知
識
人
に
と
っ
て
張
氏
の
「
凹
凸
花
」
の
画
法
は
中
原
地
域
の
絵
画
技
法
と
は
異
質
な
も
の
に
映
り
、
そ
れ
ゆ
え
天
竺
遺
法
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
張
僧
繇
の
壁
画
に
つ
い
て
、
姚
最
の
『
続
画
品
録
』
の
張
僧
繇
条
に
は
、「
善
図
塔
廟
、
超
越
群
公
、
朝
衣
野
服
、
古
今
不
失
、
奇
形
異
貌
、
殊
方
夷
夏
、
実
参
其
妙
。」
と
あ
り
）
76
（
、
張
僧
繇
の
壁
画
技
法
は
大
勢
の
名
画
家
を
超
え
て
お
り
、
古
今
の
朝
廷
の
服
装
や
民
間
の
衣
服
を
間
違
い
な
く
描
く
こ
と
が
で
き
て
、
国
や
民
族
を
問
わ
ず
人
物
を
完
璧
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
竺
の
胡
僧
の
風
貌
を
生
き
生
き
と
描
い
た
こ
と
も
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
　
袁
昂
は
張
僧
繇
に
師
事
し
て
、
そ
の
書
の
筆
法
や
天
竺
遺
法
の
良
き
薫
陶
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
袁
昂
は
、
張
僧
繇
の
作
品
の
一
部
を
収
蔵
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
曹
仲
達
は
師
の
袁
昂
を
通
じ
て
間
接
的
に
張
僧
繇
の
西
域
・
天
竺
の
画
法
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
曹
仲
達
が
「
西
瑞
」
を
表
現
す
る
に
際
し
て
、
こ
う
し
た
師
の
系
脈
か
ら
受
け
続
い
だ
西
域
・
天
竺
の
画
風
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
。
　
謝
赫
、
張
僧
繇
、
袁
昂
は
み
な
南
朝
の
人
物
で
あ
り
、
特
に
謝
赫
、
張
僧
繇
は
南
朝
画
壇
に
お
い
て
随
一
の
人
材
で
あ
っ
た
。
曹
仲
達
が
袁
昂
に
師
事
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ば
南
朝
画
壇
の
精
髄
に
接
す
る
こ
と
と
等
し
く
、
そ
の
よ
う
に
し
て
曹
仲
達
は
南
朝
画
風
の
影
響
を
受
け
た
と
推
定
さ
れ
る
。
五　
「
伝
模
西
瑞
」
に
つ
い
て
　
道
宣
は
、『
感
通
録
』
に
お
い
て
「
伝
模
西
瑞
京
邑
所
推
」
と
曹
仲
達
の
画
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（297）700
業
を
賛
美
し
て
い
る
）
77
（
。
こ
の
「
伝
模
」
と
は
「
画
の
六
法
」
の
な
か
の
「
伝
移
模
写
」
あ
る
い
は
「
伝
模
移
写
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
）
78
（
。
　
「
画
の
六
法
」
に
つ
い
て
、
謝
赫
の
『
古
画
品
録
』
に
は
、「
六
法
者
何
。
一
気
韵
生
動
是
也
。
二
骨
法
用
筆
是
也
。
三
應
物
象
形
是
也
。
四
随
類
賦
彩
是
也
。
五
経
営
位
置
是
也
。
六
伝
移
模
写
是
也
」
と
説
明
し
て
い
る
）
79
（
。
こ
の
う
ち
「
伝
移
模
写
」
に
つ
い
て
、宇
佐
美
文
理
氏
は
、『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
の
「
写
」、『
漢
書
』
師
丹
伝
の
「
模
写
」、『
晋
書
』
左
思
伝
の
「
伝
写
」
を
引
用
し
て
注
釈
し
）
80
（
、
こ
の
三
つ
の
用
例
か
ら
、「
伝
移
模
写
」
の
一
部
の
意
味
が
わ
か
る
。
則
ち
「
臨
書
」
の
よ
う
な
方
法
で
あ
り
、
文
字
の
転
写
或
い
は
文
字
の
流
布
を
行
う
も
の
で
あ
る
。「
臨
書
」
以
外
に
、「
伝
模
」
は
寺
院
壁
画
の
作
成
、
粉
本
の
複
製
と
流
布
、
仏
像
の
彫
刻
に
関
わ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
他
の
関
連
文
献
を
挙
げ
な
が
ら
、「
伝
移
模
写
」
と
い
う
技
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
　
「
伝
模
」
の
「
伝
」
と
は
伝
写
の
意
味
で
あ
る
。『
唐
朝
名
画
録
』
の
閻
立
本
条
に
は
、「
嘗
奉
詔
写
太
宗
御
容
、
後
有
佳
手
伝
写
于
玄
都
観
東
殿
前
間
（
後
略
）」
と
あ
り
）
81
（
、
こ
こ
で
い
う
伝
写
と
は
複
製
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、『
古
画
品
録
』
第
五
品
、
劉
紹
祖
条
に
「
善
於
伝
写
、
不
閑
其
思
。
至
於
鼠
雀
、筆
記
歴
落
、往
往
出
羣
、時
人
為
之
語
、号
曰
移
画
。」
と
あ
り
）
82
（
、「
伝
写
」
を
善
く
す
る
劉
紹
祖
の
鼠
雀
の
絵
は
抜
群
で
、
精
緻
で
ま
る
で
稿
本
か
ら
う
つ
し
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
移
画
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
善
於
伝
写
」
と
は
、
優
れ
た
絵
画
を
描
く
一
つ
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
ま
た
、『
宣
和
画
譜
』
巻
四
、
道
釈
四
、
孫
夢
卿
条
に
「
孫
夢
卿
字
輔
之
、
東
平
人
也
。
工
画
道
釈
、
学
呉
生
而
未
能
少
変
。
其
後
伝
移
呉
本
、
大
得
妙
処
。
至
数
丈
人
物
本
施
寛
闊
者
、
縮
移
狭
隘
、
則
不
過
数
寸
、
悉
不
失
其
形
似
、
如
以
鑑
取
物
、
見
大
小
遠
近
耳
。
覧
者
神
之
、
号
称
孫
脱
壁
、
又
云
孫
呉
生
。」
と
あ
り
）
83
（
、
五
代
宋
初
の
孫
夢
卿
は
呉
道
玄
の
稿
本
を
「
伝
移
」
し
た
の
お
か
げ
で
、
寺
院
壁
画
を
描
く
時
に
モ
チ
ー
フ
の
形
を
自
在
に
大
き
く
し
た
り
小
さ
く
し
た
り
し
て
も
、
壁
画
粉
本
の
形
が
崩
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
ま
る
で
鏡
で
も
の
を
映
す
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
伝
移
」
は
、
絵
画
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
壁
画
の
制
作
に
も
用
い
る
技
法
で
あ
っ
た
。
　
「
伝
模
」
の
「
模
」
と
は
、「
模
倣
」
や
「
模
写
」
の
意
味
で
あ
る
。『
後
画
録
』
の
孫
尚
子
条
に
は
、「
隋
孫
尚
子
、
師
模
顧
、
陸
，
骨
気
有
余
。
至
于
鬼
神
、
性
多
偏
擅
。
婦
人
亦
有
風
態
。（
隋
の
孫
尚
子
は
、
顧
愷
之
、
陸
探
微
の
画
法
を
模
倣
し
、〔
孫
の
絵
画
に
は
顧
、
陸
の
画
法
の
〕
骨
気
が
残
っ
て
い
る
。）」
と
あ
り
）
84
（
、
こ
こ
で
い
う
「
模
」
は
、
模
倣
あ
る
い
は
絵
画
の
勉
強
の
方
法
で
あ
る
。
　
そ
れ
か
ら
、『
北
史
』
巻
八
二
、
列
伝
七
〇
、
冀
儁
条
に
は
、「
冀
儁
字
僧
儁
（
中
略
）
性
沈
謹
。
善
隷
書
、
特
工
模
写
。（
冀
儁
の
こ
と
。
字
は
僧
儁
と
い
い
（
中
略
）
性
格
は
沈
着
、
謹
慎
で
あ
っ
た
。
隷
書
を
善
く
し
、
特
に
模
写
が
上
手
で
あ
る
。）」
と
あ
り
）
85
（
、
こ
の
「
模
写
」
は
臨
書
の
意
味
で
あ
ろ
う
。『
名
画
記
』
巻
一
、
叙
画
之
興
廃
条
に
「
天
后
朝
張
易
之
奏
召
天
下
画
工
、
修
内
庫
図
画
。
因
使
工
人
各
推
所
長
、
鋭
意
模
写
、
仍
旧
装
楷
、
一
毫
不
差
。」
と
あ
る
）
86
（
。「
模
写
」
は
、
従
来
の
書
画
の
訓
練
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
形
と
技
法
の
認
識
を
強
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
模
写
」
は
、
絵
画
の
原
作
を
対
照
699（298）
し
な
が
ら
、
そ
の
様
子
を
忠
実
的
に
描
く
、
い
わ
ゆ
る
複
製
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
　
ま
た
、
人
物
画
を
描
く
に
際
し
て
、「
模
写
」
と
い
う
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
益
州
名
画
録
』
巻
下
、
能
格
下
品
七
人
の
宋
芸
条
に
「
宋
芸
蜀
人
也
。
攻
写
真
。
王
蜀
時
充
翰
林
写
貌
待
詔
。
模
写
大
唐
二
十
一
帝
聖
容
、
及
当
時
供
奉
道
士
葉
法
善
、禅
僧
一
行
、沙
門
海
会
、内
侍
高
力
士
於
大
聖
慈
寺
玄
宗
御
容
院
上
壁
。」
と
あ
る
）
87
（
。
宋
芸
の
翰
林
写
貌
待
詔
と
い
う
肩
書
は
、
人
物
画
に
従
事
す
る
官
職
で
あ
る
。
彼
が
大
聖
慈
寺
に
お
け
る
玄
宗
御
容
院
の
上
壁
に
、
唐
の
二
十
一
帝
の
聖
容
な
ど
を
描
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
、
人
物
像
を
忠
実
的
に
描
く
こ
と
も
「
模
写
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
　
仏
像
彫
刻
の
場
合
で
も
「
模
写
」
と
い
う
用
語
が
見
ら
れ
る
。『
続
高
僧
伝
』
巻
二
九
、
釈
住
力
条
に
は
、「
自
竭
身
資
、
以
栴
檀
香
木
模
写
瑞
像
並
二
菩
薩
不
久
尋
成
同
安
閣
内
。」
と
あ
る
）
88
（
。
つ
ま
り
、
仏
像
を
複
製
或
い
は
模
刻
す
る
場
合
、
即
ち
原
作
に
基
づ
い
て
彫
刻
す
る
時
に
も
「
模
写
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
道
宣
は
『
感
通
録
』
巻
中
の
阿
弥
陀
仏
五
十
菩
薩
縁
の
末
尾
で
、
曹
仲
達
の
「
伝
模
西
瑞
」
の
事
績
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
曹
仲
達
に
お
け
る
「
伝
模
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
五
十
菩
薩
図
と
い
う
作
品
の
流
布
と
関
係
し
て
い
る
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。他
の
類
似
の
記
述
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
見
聞
志
』
巻
五
、
八
駿
図
条
に
は
、「
至
唐
貞
観
中
、
勅
借
魏
王
泰
、
因
而
伝
模
於
世
。」
と
あ
り
）
89
（
、
こ
の
伝
模
は
単
に
複
製
の
意
味
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
世
の
中
に
流
布
す
る
方
法
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
画
継
』
巻
六
、
劉
宗
道
条
に
は
、「
每
作
一
扇
、
必
画
数
百
本
、
然
后
出
貨
、
即
日
流
布
。
実
恐
他
人
伝
模
之
先
也
。」
と
あ
り
）
90
（
、
他
人
に
伝
模
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
数
百
本
の
扇
面
を
い
ち
ど
き
に
流
布
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
「
伝
模
移
写
」
の
意
義
な
い
し
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
張
彦
遠
は
「
至
於
伝
模
移
写
、
乃
画
家
末
事
。
然
今
之
画
人
、
粗
善
写
貌
、
得
其
形
似
、
則
無
其
気
韵
、
具
其
彩
色
、
則
失
其
笔
法
。
豈
曰
画
也
、
嗚
呼
今
之
人
、
斯
芸
不
至
也
。」
と
述
べ
て
い
る
）
91
（
。
つ
ま
り
、
張
彦
遠
に
と
っ
て
、
当
時
の
画
家
は
顔
の
描
き
方
だ
け
う
ま
く
て
、
単
に
「
形
似
」
だ
け
で
気
韻
は
無
く
、
色
彩
は
あ
っ
て
も
筆
法
を
失
っ
て
い
て
、
絵
画
と
は
言
え
な
い
と
い
い
、「
伝
模
移
写
と
い
え
ば
、
す
な
わ
ち
画
家
の
末
事
で
あ
る
」
と
手
厳
し
い
。
　
確
か
に
、「
画
の
六
法
」
に
お
け
る
「
伝
移
模
写
」
の
順
位
は
最
後
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
決
し
て
「
末
事
」
の
意
味
で
は
な
い
。
六
法
を
備
え
る
画
家
は
少
な
い
が
、
全
部
う
ま
く
把
握
で
き
る
い
わ
ゆ
る
「
六
法
精
備
」
と
記
さ
れ
る
画
家
は
張
僧
繇
だ
け
で
あ
る
）
92
（
。
　
曹
仲
達
は
「
伝
移
模
写
」
で
寺
院
壁
画
に
優
れ
る
腕
を
発
揮
し
た
の
で
、
彼
に
伝
模
さ
れ
た
「
西
瑞
」
は
京
師
の
人
々
に
重
ん
じ
ら
れ
、「
北
斉
最
称
工
」
と
称
賛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
南
北
朝
の
画
家
に
と
っ
て
、
六
法
の
一
つ
で
も
極
め
れ
ば
、
優
れ
た
画
家
と
称
さ
れ
る
に
足
る
の
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
張
彦
遠
は
壁
画
技
法
の
「
伝
移
模
写
」
の
重
要
さ
を
等
閑
視
し
て
、
単
に
「
形
似
」
に
過
ぎ
な
い
と
判
断
し
て
い
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（299）698
結　
び
　
実
は
、
筆
者
の
本
来
の
関
心
は
、
阿
弥
陀
仏
五
十
菩
薩
図
と
い
う
特
異
な
主
題
の
作
品
群
に
あ
る
。
こ
の
主
題
に
つ
い
て
詳
述
し
た
道
宣
の
『
感
通
録
』
に
、
曹
仲
達
が
こ
の
主
題
に
関
わ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曹
仲
達
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
諸
史
料
に
よ
っ
て
、
一
部
の
先
行
研
究
で
北
斉
の
官
職
と
認
識
さ
れ
て
い
た
「
朝
散
大
夫
」
の
成
立
年
代
を
再
考
し
曹
仲
達
の
活
躍
期
の
下
限
を
隋
代
開
皇
初
期
と
推
定
し
た
。
　
そ
れ
か
ら
、「
曹
家
様
」
と
い
う
画
風
の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
て
、
唐
宋
時
代
の
知
識
人
が
目
に
し
た
の
は
や
は
り
曹
仲
達
の
作
品
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、「
曹
家
様
」
と
は
曹
仲
達
の
画
風
を
指
す
と
認
識
し
て
よ
い
と
論
じ
た
。
ま
た
、『
後
画
録
』、『
感
通
録
』、『
名
画
記
』
に
お
け
る
「
外
国
仏
像
」、「
梵
迹
」、「
西
瑞
」、「
梵
像
」
と
い
う
語
句
か
ら
、「
曹
衣
出
水
」
と
い
う
評
句
を
西
域
・
天
竺
系
の
形
式
の
こ
と
と
推
定
し
、
そ
の
形
式
が
巴
蜀
地
域
に
現
存
す
る
阿
弥
陀
仏
五
十
菩
薩
像
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
簡
単
に
指
摘
し
た
。
　
ま
た
、
曹
仲
達
の
師
弟
関
係
に
注
目
し
て
、
彼
の
活
躍
期
の
下
限
な
ど
の
情
報
を
踏
ま
え
て
、
日
中
の
研
究
者
の
諸
説
を
再
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
曹
仲
達
は
梁
の
袁
昂
に
師
事
し
た
可
能
性
と
、
南
斉
の
周
曇
妍
と
は
関
係
が
な
い
こ
と
を
提
示
し
た
。
　
さ
ら
に
、
袁
昂
が
師
事
し
た
南
朝
画
壇
の
謝
赫
や
張
僧
繇
の
事
績
か
ら
、
曹
仲
達
が
南
朝
画
風
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
を
推
測
し
た
。
な
か
で
も
、
西
域
・
天
竺
の
画
風
に
も
長
け
た
張
僧
繇
か
ら
の
系
譜
を
通
し
て
、
そ
う
し
た
画
風
を
受
容
し
た
可
能
性
を
示
し
た
。
　
最
後
に
、『
感
通
録
』
に
あ
る
「
伝
模
西
瑞
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
、「
伝
模
」
と
い
う
技
法
は
「
画
の
六
法
」
の
「
伝
移
模
写
」
と
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
曹
仲
達
に
お
い
て
は
そ
れ
が
阿
弥
陀
仏
五
十
菩
薩
図
の
流
布
に
関
与
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
論
じ
た
。
つ
い
で
に
付
け
加
え
れ
ば
、「
伝
移
模
写
」
を
張
彦
遠
が
「
末
事
」
で
あ
る
と
し
た
の
は
、
そ
の
重
要
性
の
認
識
を
欠
い
た
も
の
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
注
（
1
）　
本
稿
で
は
、『
感
通
録
』
巻
中
の
三
七
縁
の
名
称
に
従
っ
て
「
阿
弥
陀
仏
五
十
菩
薩
」
と
記
す
。
ま
た
、
四
川
臥
龍
山
千
仏
岩
三
号
龕
の
貞
観
八
年
（
六
三
四
）
の
造
像
銘
文
に
は
「
阿
弥
陀
仏
五
十
二
菩
薩
像
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
王
惠
民
「
一
仏
五
十
菩
薩
図
源
流
考
」『
麦
積
山
石
窟
芸
術
文
化
論
集
』
上
冊
、
蘭
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
五
三
二
〜
五
三
五
頁
。
（
2
）　
『
感
通
録
』
巻
中
、
三
七
縁
「
隋
文
開
教
。
有
沙
門
明
憲
。
従
高
斉
道
長
法
師
所
得
此
一
本
。
説
其
本
起
與
伝
符
焉
。
是
以
図
写
流
布
遍
於
宇
内
。
時
有
北
斉
画
工
曹
仲
達
者
。
本
曹
国
人
善
於
丹
青
妙
尽
梵
迹
、
伝
模
西
瑞
京
邑
所
推
。
故
今
寺
壁
正
陽
皆
其
真
範
。」（『
大
正
蔵
』
五
二
冊
）
四
二
一
頁
ａ
〜
ｂ
。
（
3
）　
『
貞
観
公
私
画
史
』「
斉
神
武
臨
軒
対
武
騎
図
二
巻
、
慕
容
紹
宗
像
一
巻
、
弋
猟
図
一
巻
、
斛
律
明
月
一
巻
、
盧
思
道
一
巻
、
名
馬
様
一
巻
、
右
七
巻
、
曹
仲
達
画
六
巻
、
是
隋
朝
官
本
」（『
中
国
画
学
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
四
頁
。『
歴
代
名
画
記
』
巻
八
、
北
斉
、
曹
仲
達
「
盧
思
道
、
斛
律
明
月
、
慕
容
紹
宗
等
像
、
697（300）
弋
猟
図
、
斉
武
臨
軒
対
武
騎
名
馬
図
伝
於
代
」（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
七
頁
。
（
4
）　
『
後
画
録
』（『
中
国
画
学
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
八
頁
。
（
5
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
七
頁
。
（
6
）　
邱
忠
鳴
「
曹
仲
達
与
〝
曹
家
様
〞
研
究
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
第
五
期
、
二
〇
〇
六
年
）
八
九
〜
九
〇
頁
。
（
7
）　
『
通
典
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
九
三
七
頁
。
（
8
）　
隋
文
帝
の
仏
教
再
興
に
よ
っ
て
仏
教
絵
画
に
従
事
す
る
曹
仲
達
が
あ
ら
た
め
て
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
9
）　
『
名
画
記
』
巻
八
、
隋
「
展
子
虔
中
品
下
、
歴
北
斉
、
周
、
隋
、
在
隋
為
朝
散
大
夫
、
帳
内
都
督
。」、『
名
画
記
』
巻
八
、
隋
「
閻
、
楡
林
盛
楽
人
、（
中
略
）
官
至
朝
散
大
夫
。」、『
名
画
記
』
巻
九
、
唐
「〔
李
〕
思
誨
、
即
林
甫
之
父
也
。
善
丹
青
、
任
朝
散
大
夫
、
揚
州
参
軍
。」、『
名
画
記
』
巻
九
、
唐
「
曹
元
廓
、
天
后
朝
為
朝
散
大
夫
、
左
尚
方
令
」（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
七
、
九
八
、
一
一
一
、
一
一
二
頁
。
（
10
）　
宿
白
「
青
州
龍
興
寺
所
出
仏
像
的
幾
個
問
題
│
│
青
州
城
与
龍
興
寺
之
三
」（『
文
物
』
一
〇
期
、
一
九
九
九
年
）
五
三
頁
。
（
11
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
二
〇
頁
。
（
12
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
七
五
頁
。
（
13
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
二
〇
頁
。
（
14
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
一
〇
六
頁
。
（
15
）　
『
後
画
録
』（『
中
国
書
画
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
八
頁
。
（
16
）　
『
見
聞
誌
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
一
○
頁
。
（
17
）　
長
岡
龍
作　
「
仏
像
表
現
に
お
け
る
「
型
」
と
そ
の
伝
播
│
上
│
平
安
初
期
菩
薩
形
彫
刻
に
関
す
る
一
考
察
」（『
美
術
研
究
』
三
五
一
期
、
一
九
九
二
年
）
一
八
五
頁
。
（
18
）　
『
古
画
品
録
・
続
画
品
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
七
頁
。
（
19
）　
『
貞
観
公
私
画
史
』（『
中
国
書
画
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
二
頁
。
（
20
）　
『
益
州
名
画
録
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
六
〇
頁
。
（
21
）　
王
衛
明
『
大
聖
慈
寺
画
史
叢
考
：
唐
五
代
宋
時
期
西
蜀
仏
教
美
術
発
展
探
源
』（
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
三
六
頁
。
（
22
）　
孫
位
に
つ
い
て
、『
益
州
名
画
録
』
巻
一
、
逸
格
に
は
、「
孫
位
者
、
東
越
人
也
。
僖
宗
皇
帝
車
駕
在
蜀
、
自
京
入
蜀
、
号
会
稽
山
人
（
中
略
）
昭
覚
寺
休
夢
長
老
請
画
浮
漚
先
生
、
松
石
、
墨
竹
一
堵
、
仿
潤
州
高
座
寺
張
僧
繇
戦
勝
一
堵
」
と
あ
る
（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
一
〇
頁
）。
ま
た
、『
宣
和
画
譜
』
巻
上
に
は
、「
孫
位
、
会
稽
人
也
。
僖
宗
幸
蜀
、
位
自
京
入
蜀
、
称
会
稽
山
人
（
中
略
）
位
因
潤
州
高
座
寺
張
僧
繇
戦
勝
天
王
本
筆
之
。
画
成
、
矛
戟
森
厳
、
鼓
吹
戞
撃
、
若
有
声
在
縹
緲
間
。」
と
あ
る
（『
中
国
書
画
全
書
』（
二
）
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
六
八
頁
）。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
「
戦
勝
天
王
」
は
曹
不
興
の
画
風
に
基
づ
い
て
描
い
た
も
の
で
は
な
い
。
（
23
）　
『
高
僧
伝
』（『
大
正
蔵
』
五
〇
冊
）
三
二
五
頁
ａ
。
（
24
）　
『
感
通
録
』（『
大
正
蔵
』
五
二
冊
）
四
一
〇
頁
ｂ
。
（
25
）　
『
見
聞
誌
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
一
〇
頁
。
（
26
）　
『
後
画
録
』（『
中
国
書
画
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
八
頁
。
（
27
）　
栄
新
江
「
粟
特
教
東
伝
過
程
中
的
転
化
│
従
粟
特
到
中
国
」（『
中
古
中
国
与
外
来
文
明
』
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
三
〇
四
頁
。
栄
氏
は
、『
名
画
記
』
と
『
貞
観
公
私
画
史
』
に
お
け
る
曹
仲
達
の
記
述
は
仏
教
絵
画
と
関
係
が
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（301）696
け
れ
ど
も
、『
名
画
記
』
に
は
「
北
斉
最
称
工
能
画
梵
像
」
と
あ
っ
て
、
ま
た
、『
後
画
録
』
に
は
「
外
国
仏
像
」
と
あ
り
、『
感
通
録
』
に
は
「
伝
模
西
瑞
京
邑
所
推
」
と
あ
る
た
め
、
や
は
り
曹
仲
達
と
仏
教
絵
画
の
関
係
は
密
接
で
あ
る
。
（
28
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
七
頁
。
（
29
）　
夏
名
采
等
「
青
州
龍
興
寺
仏
教
造
像
窖
蔵
清
理
簡
報
」（『
文
物
』
二
期
、
一
九
九
八
年
）。
（
30
）　
仇
昌
仲
「
梓
潼
臥
龍
山
千
仏
崖
摩
崖
造
像
」（『
四
川
文
物
』
第
二
期
、
一
九
九
八
年
）
四
二
〜
四
三
頁
。
（
31
）　
于
春
等
「
四
川
綿
陽
市
碧
水
寺
摩
崖
造
像
的
相
関
問
題
」（『
四
川
文
物
』
第
三
期
、
二
〇
〇
九
年
）
七
三
〜
七
九
頁
。
（
32
）　
胡
文
和
『
四
川
道
教
仏
教
石
窟
芸
術
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
一
一
二
頁
。
（
33
）　
内
藤
藤
一
郎
『
法
隆
寺
壁
画
の
研
究
』
第
一
分
冊
（
東
洋
美
術
研
究
会
、
一
九
三
二
年
）
一
二
三
〜
一
二
八
頁
。
（
34
）　
重
慶
市
文
化
遺
産
研
究
院
「
重
慶
潼
南
県
千
仏
寺
摩
崖
造
像
清
理
簡
報
」（『
考
古
』
一
二
期
、
二
〇
一
三
年
）
四
六
〜
五
〇
頁
。
（
35
）　
袁
曙
光
「
四
川
省
博
物
館
万
仏
寺
石
刻
造
像
整
理
簡
報
」（『
文
物
』
一
〇
期
、
二
〇
〇
一
年
）
一
九
〜
三
八
頁
。
（
36
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
一
九
、
二
〇
頁
。
（
37
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
七
頁
。
（
38
）　
小
野
勝
年
『
歴
代
名
画
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）
五
〇
頁
。
（
39
）　
長
廣
敏
雄
『
歴
代
名
画
記
１
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年
）。
（
40
）　
岡
村
繁
『
歴
代
名
画
記
訳
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
八
〇
頁
。
（
41
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
八
一
頁
。
（
42
）　
王
恵
民
「
西
方
浄
土
変
形
式
的
形
成
過
程
与
完
成
時
間
」（『
敦
煌
研
究
』
第
三
期
、
二
〇
一
三
年
）
七
七
頁
。
こ
の
袁
倩
条
の
前
に
謝
荘
と
い
う
人
物
の
記
録
が
あ
っ
て
、
『
宋
書
』
巻
八
五
列
伝
四
五
に
は
「
謝
荘
字
希
逸
、
陳
郡
陽
夏
人
（
中
略
）
泰
始
二
年
（
四
六
六
）
卒
、
時
年
四
十
六
、
追
贈
光
禄
大
夫
」（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
、
二
一
六
七
、
二
一
七
七
頁
）
と
あ
り
、
王
恵
民
氏
は
こ
の
謝
荘
の
生
没
年
に
よ
る
と
、
袁
倩
は
五
世
紀
中
後
期
の
人
物
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
（
43
）　
『
宋
書
』
巻
五
九
、
列
伝
一
九
、
張
暢
伝
「
大
明
元
年
（
四
五
七
）
卒
官
、
時
年
五
十
」
（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
一
六
〇
六
頁
。
（
44
）　
『
宋
書
』
巻
八
〇
、
列
伝
四
〇
、
孝
武
十
四
王
「
孝
建
三
年
（
四
五
六
）、
年
六
歳
、（
中
略
）
子
尚
時
年
十
六
」（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
二
〇
五
九
頁
。
（
45
）　
谷
口
鉄
雄
『
校
本
歴
代
名
画
記
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
一
年
）
二
六
頁
（
46
）　
長
廣
敏
雄
『
歴
代
名
画
記
２
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年
）
一
一
八
頁
。
（
47
）　
『
後
画
録
』「
周
袁
子
昂
、
稟
訓
鄭
公
、
殆
無
失
墜
」（『
中
国
画
学
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
）
一
七
八
頁
。『
歴
代
名
画
記
』
巻
三
、
記
両
京
外
州
寺
観
画
壁
「
空
観
寺
、
仏
殿
南
面
東
西
門
上
、
袁
子
昂
画
」（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
）
四
七
頁
。『
貞
観
公
私
画
史
』「
隋
恩
覚
寺
、
袁
子
昂
画
、
在
洛
陽
。
隋
空
観
寺
、
袁
子
昂
画
、
在
長
安
」（『
中
国
画
学
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
）
一
七
五
頁
。
（
48
）　
小
野
勝
年
『
歴
代
名
画
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）
二
一
三
頁
。
（
49
）　
羅
世
平
「
青
州
北
斉
造
像
及
其
様
式
問
題
」（『
美
術
史
研
究
』
第
三
期
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
一
頁
。
（
50
）　
『
梁
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
、
四
五
一
）
四
五
五
頁
。
（
51
）　
邱
忠
鳴
「
曹
仲
達
与
〝
曹
家
様
〞
研
究
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
第
五
期
、
二
〇
〇
六
年
）
九
一
頁
。
（
52
）　
長
廣
敏
雄
『
歴
代
名
画
記
２
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年
）
九
五
〜
九
六
頁
。
（
53
）　
『
法
書
要
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
七
六
頁
。
（
54
）　
『
梁
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）
四
五
五
頁
。
（
55
）　
『
後
画
録
』（『
中
国
書
画
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
695（302）
八
頁
。
（
56
）　
邱
忠
鳴
「
曹
仲
達
与
〝
曹
家
様
〞
研
究
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
第
五
期
、
二
〇
〇
六
年
）
一
〇
〇
頁
（
57
）　
『
歴
代
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
一
九
頁
。
（
58
）　
長
廣
敏
雄
『
歴
代
名
画
記
１
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年
）
九
四
頁
。
（
59
）　
岡
村
繁
『
歴
代
名
画
記
訳
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
七
八
頁
。
（
60
）　
長
廣
敏
雄
『
歴
代
名
画
記
２
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年
）
六
〇
〜
六
一
頁
。
（
61
）　
周
曇
妍
と
周
研
は
同
一
人
物
か
ど
う
か
、
ま
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
（
62
）　
そ
れ
で
、
曹
仲
達
と
周
曇
妍
の
師
と
す
る
塞
北
勒
と
の
繋
が
り
は
な
く
な
る
。
（
63
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
二
頁
。
（
64
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
二
〇
頁
。
（
65
）　
長
廣
敏
雄
『
歴
代
名
画
記
１
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年
）
九
八
頁
。
（
66
）　
『
古
画
品
録
・
続
画
品
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）。
（
67
）　
『
古
画
品
録
・
続
画
品
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
一
頁
。
（
68
）　
『
古
画
品
録
・
続
画
品
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
一
〇
〜
一
一
頁
。
（
69
）　
南
朝
の
中
興
に
つ
い
て
、
宋
文
帝
の
元
嘉
の
治
（
四
二
四
〜
四
五
三
）
と
斉
和
帝
の
中
興
年
号
（
五
〇
一
〜
五
〇
二
）
と
い
う
両
説
が
あ
る
（
王
伯
敏
『
古
画
品
録
・
続
画
品
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
九
年
、
一
〇
頁
）。
（
70
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
八
六
〜
八
七
頁
。
（
71
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
二
二
頁
。
（
72
）　
『
法
書
要
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
五
〜
九
頁
。
こ
の
『
晋
衛
夫
人
筆
陣
図
』
は
衛
夫
人
が
撰
述
し
た
も
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
ま
だ
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、『
法
書
要
録
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
書
道
筆
法
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
と
わ
か
る
。
（
73
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
二
二
頁
。
（
74
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
〇
頁
。
（
75
）　
『
建
康
実
録
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
六
八
六
頁
。
（
76
）　
『
古
画
品
録
・
続
画
品
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
一
三
頁
。
（
77
）　
『
感
通
録
』（『
大
正
蔵
』
五
二
冊
）
四
二
一
頁
ｂ
。
（
78
）　
『
古
画
品
録
』
に
は
「
伝
移
模
写
」
と
あ
る
が
、『
名
画
記
』
に
は
「
伝
模
移
写
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
両
方
と
も
同
じ
意
味
で
あ
る
と
思
う
。
（
79
）　
『
古
画
品
録
・
続
画
品
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
一
頁
。
（
80
）　
宇
佐
美
文
理
「『
古
画
品
録
』
訳
注
」（『
信
州
大
学
教
養
部
紀
要
』
二
七
期
、
一
九
九
三
年
）
四
頁
。
宇
佐
美
氏
は
「
模
倣
の
問
題
」
に
お
い
て
、
中
国
の
文
化
史
全
体
に
お
い
て
「
模
倣
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
と
価
値
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（『
中
国
芸
術
理
論
史
研
究
』
創
文
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
五
七
〜
一
七
九
頁
。
（
81
）　
『
唐
朝
名
画
録
』（『
中
国
書
画
全
書
』（
二
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
六
五
頁
。
（
82
）　
『
古
画
品
録
・
続
画
品
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
二
七
頁
。
（
83
）　
『
宣
和
画
譜
』（『
中
国
書
画
全
書
』（
二
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
七
二
頁
。
（
84
）　
『
後
画
録
』（『
中
国
書
画
全
書
』（
一
）、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
八
頁
。
（
85
）　
『
北
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
二
七
五
〇
頁
。
（
86
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
五
頁
。
（
87
）　
『
益
州
名
画
録
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
一
一
二
頁
。
（
88
）　
『
続
高
僧
伝
』（『
大
正
蔵
』
五
〇
冊
）
六
九
五
頁
ａ
。
（
89
）　
『
図
画
見
聞
志
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
六
七
頁
。
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
業
に
つ
い
て
（303）694
（
90
）　
『
画
継
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
四
六
頁
。
（
91
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
一
五
〜
一
六
頁
。
（
92
）　
『
名
画
記
』（『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
一
頁
。「
六
法
」
の
把
握
程
度
に
つ
い
て
、『
名
画
記
』
に
は
張
僧
繇
だ
け
は
「
六
法
精
備
」
で
、
ま
た
、
陸
探
微
は
「
六
法
備
之
」、
衛
協
は
「
六
法
頗
為
兼
善
」、
呉
道
玄
は
「
六
法
倶
全
」、
閻
立
本
は
「
六
法
該
備
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
﹇
図
版
出
典
﹈
図
１
、
２
、
３
、
４
、
７
、
８
は
筆
者
撮
影
。
図
５　
敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟　
敦
煌
莫
高
窟　
三
』（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
図
版
九
四
。
図
６　
奈
良
国
立
博
物
館
、
法
隆
寺
、
朝
日
新
聞
社
『
国
宝　
法
隆
寺
金
堂
展　
目
録
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
五
三
頁
。
【
付
記
】
　
本
稿
は
第
61
回
国
際
東
方
学
者
会
議
東
洋
美
術
史
部
会
報
告
「
北
斉
画
工
」
曹
仲
達
の
画
学
背
景
と
画
風
・
画
業
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
六
年
五
月
）
を
も
と
に
、
新
た
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
御
意
見
を
下
さ
っ
た
方
々
に
は
改
め
て
お
礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た
い
。
